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《重点項目：生徒に対する取組項目》 （評価）A：目標を十分に達成　　B：目標を概ね達成　　C：やや不十分　　D：不十分

《チーム学校：教職員が取り組む項目》

目
指
す
べ
き
姿

目指す
べき姿
を実現
するた
めの取
組等

〇学習意欲を向上させ、基礎学力の定着を目指した授業改善
〇自尊感情や自己肯定感を高める体験学習の構築
〇地域関係機関と連携した生徒支援体制の構築
〇「定時制通信」や「夜光虫」を活用した定時制教育の理解を
　深めるための地域への情報発信

働き方
改革

〇効率的な業務の遂行
〇ICT機器の活用した業務
改善

〇出張や休暇取得時に、業務分担や時間割変更
が円滑に行われるなど、教員間の協力体制が構築
されている。
〇家庭との連絡や授業等において、ICT機器の効
果的な活用方法を検討していく。

・教員間の協力体制を維持し、チームとして
業務に取り組む。
・出張時等において、できる限り時間割変更
等を行い、自習時間０を目指す。
・ICT機器を活用した授業を、年間一人３時間
以上を目標とする。

学校の
振興

〇学校行事や体験学習の充実
を図り、多様な生徒の「居場所」
としての役割を果たす。
〇地域へ情報を発信し、定時
制教育への理解と協力を得る。

〇令和２年度末学校評価アンケートの結果と今年度の
　目標
・「本校の学校行事は満足のいくものですか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　８０％　→　８５％
〇定時制教育振興会の活動を維持し、定時制教育への
理解と協力を図る。

・生徒情報について、関係機関との定期的な
情報交換を図る。
・体験学習や異学年交流活動において、自
己肯定感を高める活動を取り入れる。
・「定時制通信」「夜光虫」の発行。

生徒理解
生徒支援

〇生徒一人ひとりの学習歴
や生活環境等の情報を理
解・共有し、個々の生徒に
応じた生徒支援を組織的に
行う。

〇令和２年度末学校評価アンケートの結果と今年度の
　目標
①「あなたは本校に入学して良かったと思いますか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　９０％　→　目標８５％
②「生徒指導について、どの教員も同じ基準で指導してい
ると思いますか。」　　　　　９０％　→　目標８５％

・アセスを活用した校内研修（年２回）
・外部機関と連携した特性に関する研修
・登校時における挨拶指導と生徒観察
・学期ごとの面談週間や保護者面談の実施

授業改善

〇基礎的・基本的な知識及び
　技能の育成
〇思考力・判断力・表現力の
　育成
〇主体的に学習に取り組む態
　度の育成

〇令和２年度末学校評価アンケートの結果と今年度の
　目標
①「あなたは本校の授業内容に満足していますか。」
　　　　　　　　　　　９０％　→　目標９５％
②「あなたは授業中の教材や教え方の工夫を努力してい
る先生が多いと思いますか。」
　　　　　　　　　　　１００％　→　８５％

・目的やねらいを明確にした「わかる授業」を展開
する。
・ICT機器を使用した効果的な授業。
・教員間で生徒情報を共有し、個々の生徒に応じ
た生徒支援・指導を行う。

生
徒
像

【チーム学校】 　評価

〇地域から信頼される学校
　　伝統、校風を継承するとともに、組織的な学校運営に努め、生徒の実態
や社会の変化を踏まえながら、教育活動の計画、実践、評価、改善を行
う。そして、生徒が満足し、保護者や地域に愛される学校を創造する。

〇学ぶ意欲を持ち、納得するまで考え判断し行動できる生徒。
〇高い志を持ち、その実現に向けて挑戦し努力できる生徒。
〇豊かな人間性を備え、他者と協働できる生徒。

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】
中間評価後の取組内容

【P・D】
年度末評価　【C】 見直しのポイント　【A】

学
力
の
向
上

○基礎的・基本的な知識
及び技能
○思考力、判断力、表現
力等
○主体的に学習に取り組
む態度（学習習慣を含む）

令和2年度末
①オリジナルアンケート問９　９０％　②出席率　９４％
③学校評価アンケート
・「あなたは本校の授業内容に満足していますか」８０％
目標
①オリジナルアンケート　問９の肯定的な回答　８５％
②出席率　９０％
③「あなたは本校の授業内容に満足していますか。」の肯
定的な回答　８５％

・個々の学力に応じた個別指導を行う。
・基礎学力定着に向け、補助教材の工夫と長期休
業期間中の課題を工夫する。
・学期ごとの面談週間や１学期末の保護者面談を
実施する。

社
会
性
の
育
成

○コミュニケーション能力
　（かかわる力）
○キャリアデザイン能力
　（やりぬく力）

令和2年度末
①オリジナルアンケート　問２２　９０％　問２７　８０％
②学校評価アンケート
・「本校の学校行事は楽しく満足のいくものですか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９０％
目標
①オリジナルアンケートの肯定的な回答　問２２　８５％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問２７　８５％
②「学校行事は楽しく満足のいくものですか。」　８５％

・総合的な学習（探究）の時間を活用して、仲間づ
くりや人間関係づくりの機会を多く設定する。

・異学年交流活動や体験学習において、「やりぬく
力」「かかわる力」を高めるための活動・場面を多く
設定する。

課程 定

学校関係者評価

【学力の向上】 　評価

【社会性の育成】 　評価

育成を目指す資質・能
力【P】

現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】
中間評価後の取組内容

【P・D】
年度末評価　【C】

学校番号 49 清水　　　　　　　　　高等学校　

見直しのポイント　【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子
どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来
を切り拓く人材

取組の
方向性

①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に
応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携・協働

学
校
像

☑４月５日提出 □１０月１５日提出 □３月１５日提出


